
 

 

  ゆめ広場クリスマス会－30 名の参加で大盛況！！ 

 昨年12月 12日(金)にゆめ広場で恒例の「クリスマス会」を 

催しました。参加者は来賓の八幡西区まちづくり推進課の方や 

衆議院議員秘書を含めて総勢30名！  

盛りだくさんの手料理を担当していただいた方々、飲み物、 

おにぎりや手作りの漬物、クッキーや果物などを差し入れて 

くださった方々、また参加者全員へのクリスマスプレゼントを 

用意していただいた方々、そして会場設営と後片付けに協力して 

いただいた方々に厚く御礼申し上げます。 

おかげさまで、とても楽しいクリスマス会を過ごすことができました。そして食べきれ

ないほどのお料理とお菓子は、お家にお土産としてお持ち帰りいただきました。 

それから予算が残りましたので、1月24日（土）の茶話会を「ミニ新年会」として、

昼食を兼ねて開催することにしました。この日を楽しみに、是非ご参加ください。   

（4頁イベント案内参照）
～当会活動報告～
 
「北九州サミット」と「学園＆地域交流ネットワーク」
 今年も４月１９日に「北九州市民サミット 200９」が開催されます。昨年は当団体も

実行委員として参加をしました。その時の開会挨拶をご紹介します。 

 『この市民サミットの目的は、各市民団体がお互いを知り合うことです。 

北九州市には１００近い様々なＮＰＯ・ボランティア団体があります。しかし、その

多くはそれぞれのミッションを持って一生懸命に活動をされているのですが、他の団体の

ことはあまりご存知ではありません。それは、とてももったいないことです。お互いに

強みを出し合い、弱いところは補い助け合って、その理念・目標をより良く達成する場を

つくりたいというのが市民サミットの願いです。 

すなわち、それぞれの団体が自らの活動の足元をもう一度見直し、他の団体と協力し

あって、その活動を深め拡げていく場合、その意味では「自立」度合いを含め、「協力・

連携」を深める、そして、更に他の団体や行政と一緒になって１つの目標を達成していく、

つまり、「協働」していく。皆様の「自立」「連携」「協働」の活動がこの北九州の地域を

よりよいものにしていく、この市民サミットの場がそういう契機になるようにと私たちは

願っています。』 ―実行委員長 山崎克明― 

当団体（学園＆地域交流ネットワーク）の目的も同様で、折尾周辺地域の大学・高校が

多い特性を活かし、学園と地域がお互いに手を取り合うことで、各種ボランティア活動が

活性化し、折尾の文化の創造と社会貢献をすることを目的に２００３年に開設しました。

コンセプトは「ひとりでできないことも、みんなつながればできる」で、それぞれの

団体の活動の活性化や、自己実現のための中間支援をしています。 

活動をしていく中で、情報交換を円滑にするために拠点が必要と感じ、「ゆめ広場」を

開設しました。ですから「ゆめ広場」を活用して、気軽に憩いながら、顔の見える交流で、

笑顔と輝きのある仲間作りができ、諸団体や個人の活動が活性していくことが願いです。

ご一緒に、市民主体の地域づくり・まちづくりを進めていきませんか？！ 
 


